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『成就法の花環』におけるマハープラティサラー明妃成就法
文学研究科インド哲学仏教学専攻博士後期課程 3年
園田沙弥佳
　日本語要旨
　本論文においては、『成就法の花環』 におけるマハープラティサラー明妃
（ ）の成就法に関して、文献研究によりその成就法を考察する。
　マハープラティサラー明妃とは、『大随求陀羅尼』 、『守護大千国土経』
、『大孔雀陀羅尼』 、『大寒林陀羅尼』 、『大
護明陀羅尼』 の 5 種の陀羅尼経典の集合であるパンチャラクシャー
（ 五護陀羅尼）のうち、『大随求陀羅尼』が女神として神格化されたものである。
　初期密教経典において陀羅尼は受持、読誦するための語句であったが、次第にそれぞれの
陀羅尼が独自の尊格として神格化された。パンチャラクシャーもまた、5 尊の女神として崇
拝されるようになった。
　『成就法の花環』中に述べられているマハープラティサラー明妃の成就法は 5 種ある。そ
のうちで、マハープラティサラー明妃単独の成就法は No.194 ～ 196、他の 4 尊と一括され
る形で述べられている成就法は No.201 と No.206 である。
　本論文では比較的詳細に述べられた No.195 を中心に、No.194、No.196、No.201、そして
No.206 を比較して、マハープラティサラー明妃単独の成就法の基本的な特徴についての考
察を試みる。
　キーワード :
　インド後期密教、『成就法の花環』、パンチャラクシャー、マハープラティサラー
１．五護陀羅尼とマハープラティサラー明妃
　本論文においては、11 ～ 12 世紀頃編纂されたインド密教の観想法儀軌『成就法の花環』
中のマハープラティサラー明妃（ ）の成就法について取り扱う。
その中でも比較的詳細に述べられた No.195 を中心に、No.194、No.196 と比較し、マハープ
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ラティサラー明妃の成就法の基本的な特徴、およびマハープラティサラー明妃の図像的特徴
についての考察を試みる。
　マハープラティサラー明妃とは、「パンチャラクシャー」（ ）に一括されるマハー
プラティサラー明妃、マハーサーハスラプラマルダニー明妃（ ）1、マ
ハーマーユーリー明妃（ ）、マハーシータヴァティー明妃（ ）2、マハー
マントラーヌサーリニー明妃（ ）3 の 5 名の女尊のうちの一尊である。そ
もそもこれらの女尊は、5 種の陀羅尼経典が女神として神格化されたものである。
　陀羅尼（ ）は、密教において一般に呪文の一種として考えられている。初期の大乗
経典の一つである『法華経』にも、憶持の他に除災や守護呪としての陀羅尼が説かれている 4。
初期の密教経典（所作タントラ）5 の大部分の陀羅尼は例外を除くそのほとんどがそれらを
受持、読誦することによって様々な現世利益を期待する呪文と見なされていた 6。
　初期密教の 5 種の陀羅尼経典である『五護陀羅尼』7 とは、『大随求陀羅尼』 8、
『守護大千国土経』 9、『大孔雀陀羅尼』 10、『大寒林陀羅尼』
11、『大護明陀羅尼』 12 である。これらの陀羅尼経典もまた、様々
な現世利益について述べている。
　それぞれの陀羅尼は、次第に独自の尊格として神格化されるようになった。マハープラティ
サラー明妃は、五護陀羅尼のうちの『大随求陀羅尼』が神格化された尊格である。『大随求
陀羅尼』は国土、村落、牧草地の守護、また飢饉や病気からの保護を目的とする 13。除厄招
福の現世利益のみではなく出世間の功徳も説き、中国では不空訳『普遍光明清浄熾盛如意宝
印心無能勝大明王大随求陀羅尼経』、宝思惟訳『随求即求大自在陀羅尼神呪経』などに該当し、
日本でも「随求陀羅尼」として尊崇された。日本においては平安時代以降から唱えられてい
たが、民衆に広まったのは『諸回向清規』に掲載される江戸時代からといわれている 14。『大
随求陀羅尼』に期待されているこのような除災、守護等の功徳は、神格化されたマハープラ
ティサラー明妃の功徳とも共通している。
　五護陀羅尼の成立時期に関しては未だ明確ではないが、遅くとも 7、8 世紀までにはそれ
ぞれ単独で神格化され、さらにその後、「パンチャラクシャー」（ ）という一つの
女神のグループとして信仰の対象となったといわれている 15。
　後期密教の時代になると、一つのグループとしてのパンチャラクシャーの成就法やマンダ
ラが説かれるようになった。インド密教の学匠アバヤーカラグプタ によっ
て 11 ～ 12 世 紀 頃 に 編 纂 さ れ た 16『 成 就 法 の 花 環 』 や『 完 成 せ る ヨ ー ガ の 環 』
 17 において、パンチャラクシャーの観想法や、5 尊の女神を中心とするマ
ンダラが述べられている。
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２．『成就法の花環』に述べられるマハープラティサラー明妃成就法
　「成就法」（サーダナ , ）とは、行者が特定の尊格あるいはマンダラを観想、すなわ
ち仏のイメージを眼前に表して一体となる行為を主体とした行法である 18。
　本論文において取り上げたアバヤーカラグプタ編纂の『成就法の花環』は、『成就法集』
（ ）とも呼ばれ、成就法を集大成した文献の一つである。『成就法の花環』は、
サンスクリットで綴られた成就法集としては現存する最大のもので、312 種の儀軌が集めら
れている。バッタチャリヤの校訂本 19 では、如来や観音などの尊格ごとにグループ分けさ
れている。また『成就法の花環』の梵文写本は、30 本以上の存在が確認されている 20。そ
のうち最古のものは、1165 年に書写された 138 種の成就法が集められているケンブリッジ
大学図書館所蔵のネパール写本（Add.168621）である 22。
　『成就法の花環』の漢訳は発見されていないが、チベット語訳は二種現存している。第 1 は
162 種類の文献が収録された『百成就法集』（ ）と呼ばれるテキストで、ア
バヤーカラグプタが中心となって翻訳した 23。第 2 は『成就法の大海』（ 24）
と呼ばれ、翻訳官タクパギェルツェンが 1286 年に訳了し、245 種の成就法が集められてい
る 25。
　『成就法の花環』の先行研究としては、奥山直司氏、佐久間留理子氏、清水乞氏、下泉全
暁氏、立川武蔵氏、吉崎一美氏、森雅秀氏、頼富本宏氏等の研究がある。吉崎一美氏は『成
就法の花環』バッタチャリヤの校訂本とサンスクリット写本 4 本（東京大学所蔵所蔵）、チベッ
ト写本 3 本（北京版）の比較対照を行った（[吉崎 1980]）。また、頼富本宏氏・下泉全暁氏
によって No.98「ターラー成就法」の和訳（[頼富・下泉 1994]）が、奥山直司氏によって『成
就法の花環』No.217「ヴァジュラヴァーラーヒー成就法」の和訳がなされている（[奥山 
2005]）。さらに、佐久間留理子氏によって観自在の成就法である No.6 ～ 20,22,23 を取り上げ、
詳細なサンスクリット・テキスト校訂が行われている（[佐久間 2011]）。
　特に、[頼富・下泉 1994] においてパンチャラクシャー 5 名の明妃の功徳や図像的特徴等に
ついて説明されているが、具体的な成就法次第は述べられていない。本論文においては先に
述べたように、『成就法の花環』に述べられるマハープラティサラー明妃の成就法の次第を
検討し、その基本的な特徴を明らかにする。
　『成就法の花環』中のマハープラティサラー明妃の成就法は、全部で 5 種である。その内、
マハープラティサラー明妃単独の成就法は No.194、No.195、No.196 の 3 種、また、マハー
プラティサラー明妃がパンチャラクシャーの他の明妃たちと一括される形で述べられている
成就法は、No.201「偉大なパンチャラクシャー成就法」（ ）と No.206「パ
ンチャラクシャー成就法」（ ）の 2 種である。
　次節においては、マハープラティサラー明妃の成就法が比較的詳細に述べられている
No.195 を取り上げ、その次第を見ていきたい。
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３．『成就法の花環』No.195「マハープラティサラー明妃成就法」の構成と特色
　以下に『成就法の花環』No.195「マハープラティサラー明妃成就法」の次第を述べていこ
う（以下表１参照）。
　この成就法においては、はじめに観想の準備が行われる。密教行者は精神を集中し、その
後心臓においてパム（ ）字が変化した二重蓮華の上で、ア（a）字が変化した月輪を観
想する。（表 1[1.1]）
　次にプラム（ ）字の布置と供養が行われる。先ほど観想した月輪の中に黄色いプラ
ム字を置く（布置する）。その後、プラム字から放出された光線によって、きらびやかな座
に坐す、諸々の師である仏菩薩を引き寄せて、目の前に招く。その後、仏菩薩に礼拝（ ）、
供養（ ）、懺悔（ ）、福徳随喜（ ）、三宝帰依（ ）、
発菩提心（ ）、福徳回向（ ）、許しを得る（ ）等の行
為を行う。（[1.2]）
　以上の「礼拝」から「許しを得る」までの 8 種の行為のうち、清水乞氏は、「礼拝」、「供養」、
「懺悔」、「福徳随喜」、「三宝帰依」、「発菩提心」、「福徳回向」の 7 種は「七種無上供養 26」
（ ）であると述べている。また、『成就法の花環』No.24、No.56、No.98
においては「七種無上供養」と明記された上で（各成就法間で行為の順序や内容に異同があ
表１．『成就法の花環』No.195「マハープラティサラー明妃成就法」次第
[0] 帰依文
[1] 観想の準備
[1.1] 月輪の観想
[1.2] プラム（pram
・
）字の布置と供養
[2] マハープラティサラー明妃の観想と種
字の布置
[2.1] 四梵住の観想
[2.2] 空性智金剛の真言
[2.3] マハープラティサラー明妃の姿の
観想
[2.4] 種字の布置とマハープラティサ
ラー明妃との一体化
[3] 阿閦如来の観想
[4] 百字真言
[4.1] 百字真言の準備
[4.2] 精神的に疲れた時に唱える真言
[4.3] 百字真言
[5] 成就法を行う時間帯について
（上記表は、[Bhattacharya1968:398]、東京大学所蔵梵文写本松波目録 No.451 ～ 453 
、National Archives, Kathmandu, No.3-387、 及 び TTP No.4406 を
参照し、筆者が作成した）
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るが）、7 種の行為が記されている 27。この No.195 の中でこれらの行為が七種無上供養であ
るとの記述はないものの、行為の内容からみて七種無上供養に該当すると思われるため、本
論文では以上の行為を七種無上供養として扱う。以上で観想の準備が整う。
　続いて、マハープラティサラー明妃の観想と種字の布置が行われる。まず慈、悲、喜、捨
（四梵住）を観想し（[2.1]）、次に「オーム、私は空性智金剛を本性とする者である」（  
’ ）という空性智金剛の真言を唱えて空性を観想する。
（[2.2]）
　その後行者は、自身の心において直ちに月輪の上の黄色のプラム字を観想し、それを変化
させてマハープラティサラー明妃を観想する。その姿は美しい黄色の体色で、宝冠をつけお
り、黄色と白と青 28 と赤の四面で、三眼八臂である。右の臂によって剣、輪、三叉戟、矢
を持ち、左の臂によって羂索、斧、弓、金剛杵を持っている姿の女神で、蓮華の上にある月
輪の上の座において、遊戯坐で坐している。また、様々な宝石でできた装飾品に飾られてい
る。（[2.3]）
　さらに行者の頭、のど、心臓、そして心臓に準じる部分 29 に、それぞれ月輪の上に乗る
白のオーム（ ）字、赤のアーハ（ ）字、黄色のプラム字、黒のフーム（ ）字を置き
（布置）、種字を唱えながら、行者自身と女神を一体化させる。（[2.4]）
　その後、阿閦如来を招いて灌頂を受け、王冠において阿閦如来の観想を行う（[3]）。ここ
では阿閦如来がマハープラティサラーの族主として表れるが、[Bhattacharya 1968：243-
244] によるとマハープラティサラー明妃の族主は宝生如来とあり、『成就法の花環』No.201
に宝生如来が化仏として表れている。一方でマハープラティサラー明妃の図像的特徴は大日
如来に従っているという説もあるが 30、マハーマーユーリー明妃が不空成就如来の化身とさ
れる以外は、マハープラティサラー明妃を含めたパンチャラクシャーの各明妃がどの仏の化
身であるかは、諸説があって一定しないともいわれている 31。
　その後、行者自身の心臓から供養の女神達を広げて、供養してから百字真言を唱える。そ
の際には疲れが生じない程度に観想すべきであるという。（[4.1]）
　続けて、精神的に疲れた時に唱える真言、および百字真言が述べられる。（[4.2] [4.3]）
　この成就法は起床時に行うべきと示され、最後に女神に帰って頂く許しを請い、マハープ
ラティサラー明妃の成就法が終了する。（[5]）
　以上が No.195 の成就法のプロセスである。
４．『成就法の花環』におけるマハープラティサラー明妃の図像的特徴
　ここでは、No.194 ～ 196 におけるマハープラティサラー明妃の図像的特徴について述べ
よう。まず共通して説かれることは、マハープラティサラー明妃は、黄色のプラム字から生
じた四面八臂で、三眼で、二重蓮華の上の月輪の上で遊戯坐に坐し、王冠をかぶり、持物は
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右手に剣、輪、三叉戟、矢、左手に斧、弓、羂索、金剛杵を持つ女神という点である。
　『成就法の花環』におけるマハープラティサラー明妃の図像的特徴の一覧を示すと、以下
の表２のようになる。The Indian Buddhist Iconography32 にはサンスクリット・テキストと
相違する個所があり、それらについては表２の各欄の（　）内に示した。なお、パンチャラ
クシャーの成就法である No.201 と No.206 に表れるマハープラティサラー明妃の姿や、『完
成せるヨーガの環』No.18 に述べられるパンチャラクシャー・マンダラ中のマハープラティ
サラー明妃の姿も参考として表に加えた。
　相違点も含め具体的に見ていくと、マハープラティサラー明妃は No.194 ～ 196 において、
体色と正面の顔の色が黄色ということは共通して述べられているが、右面、背面、左面の色
で異同が見られる。No.194 と No.195 ではそれぞれ白、青、赤だが、No.196 ではそれぞれ黄
表２．『成就法の花環』、『完成せるヨーガの環』におけるマハープラティサラー明妃の図像的特徴
（上記表は、[Bhattacharya1968:398-402,405-413]、[Bhattacharya1972:31-33]、東京大学
所 蔵 梵 文 写 本 松 波 目 録 No.451 ～ 453 、National Archives, 
Kathmandu, No.3-387、TTP No.4406 を参照し、筆者が作成した。
なお、表の網掛けの部分は各テキスト中に言及されていないものである）
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白、白、赤茶と、色が異なる。
　王冠は No.194 では宝石、No.195 では冠には阿閦如来の像がついている。No.196 には王冠
の記述がない。
　持物は No.194 ～ 196 において、八臂のうち右手に剣、輪、三叉戟、矢、左手に斧、弓、
羂索、金剛杵を持つことは共通している。しかし持物の持ち手においては以下のような異同
が見られる。まず No.194 では右の第一臂に剣、第二臂に輪、第三臂に三叉戟、第四臂に矢
を持ち、左の第一臂に斧、第二臂に弓、第三臂に羂索、第四臂に金剛杵を持つ。次に
No.195 では右の第一から第四臂と、左の第四臂は No.194 の持ち手と同じだが、左の第一臂
は羂索、第二臂は斧、第三臂は弓を持つ。そして No.196 では右の第一、第二臂は
No.194,195 と一致しているが、右の第三臂に矢、第四臂に三叉戟、左の第一臂に斧、第二臂
に羂索、第三臂に金剛杵、第四臂に弓を持つ。
　以上が No.194 ～ 196 におけるマハープラティサラー明妃の図像的特徴である。各成就法
を比べて持物の持ち手や臂の数、中央の面以外の色などに相違がみられるが、顔と腕の数と
体色、正面の顔の色、持ち物、座法はそれぞれ共通していることがわかる。
　一方で、マハープラティサラー明妃単体の成就法である No.195 と、他のパンチャラク
シャーの 4 名の明妃と一括される形で述べられている成就法 No.201、No.206 を比較すると、
体色については No.195、No.201 では黄色（ ）だが、No.206 のみ淡い赤 33（ ）となっ
ている。次に面と臂の数は、No.195、206 では四面八臂で、No.201 は三面十臂である。持物
については、持ち手はそれぞれ一致していないが、剣、矢、弓、金剛杵、斧を持っているこ
とが同じである。以上のように、No.195、201、206 を比較した際にみられるマハープラティ
サラー明妃の図像的特徴の共通点は、前述したNo.194～196に比べると少ないことがわかる。
５．マハープラティサラー成就法の特色
　No.195 と同様に、マハープラティサラー明妃の成就法である No.194、No.196 の次第を比
較すると、No.194、No.196 は真言等が省略されているといった違いはあるものの、大きな
違いは見られなかった。ここでは No.194 ～ 196 に述べられるマハープラティサラー明妃が
単体で述べられている成就法について基本的な特徴を確認する。
　まず空性の観想については、No.194 ～ 196 に共通して表れる。No.195 では具体的に、「オー
ム、私は空性智金剛を本性とする者である」といった空性智金剛の真言が説かれている。
　次にオーム字、アーハ字、フーム字といった 3 つの種字を観想する場面がある。それに続
いて、No.194,196 には胸の間にプラム字を観想すると説かれているが、No.195 ではさらに、
黄色のプラム字を心臓に置く（布置する）とある。この成就法に度々あらわれる黄色のプラ
ム字とは、マハープラティサラー明妃の黄色い体色と、プラティサラー明妃の頭文字プラム
から由来するものと思われる。
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　そして、疲労を感じた時に唱える真言についても同様に「オーム、宝珠を持つ女神よ、金剛
女よ、マハープラティサラーよ、フーム、フーム、パット、パット、スヴァーハー」（  
）と共通して終盤で述べられている。
　一方で相違点として、四梵住の観想については No.194 においてのみ述べられていない。
また、七種無上供養を含む 8 種類の行為や、阿閦如来の観想、百字真言、供養する時間帯は
No.195 にのみ説かれており、No.194、No.196 には述べられていない。
　次に、『成就法の花環』の中でマハープラティサラー明妃が他のパンチャラクシャーと一
括される形で述べられている成就法 No.201、No.206 の次第を挙げ、さきに述べたマハープ
ラティサラー単独の成就法 No.195 と比較していこう。
　まず No.201 にはパンチャラクシャーの 5 尊の明妃の姿が説かれる。冒頭で各明妃につい
てそれぞれ短く述べられるが、マハープラティサラー明妃については他の 4 尊に比べると比
較的詳しく説明されている。最後に真言について短く述べられ、終結する。この No.201 は
パンチャラクシャー各明妃と真言についての簡単な説明のみ述べており、他の成就法とは構
成が大きく異なる。しかし『成就法の花環』では観想の準備や空の観想等の行為は既に知ら
れているものとして省略されることが多くあるという 34。この No.201 も冒頭に「伝統的な
方法で五尊の偉大な女神たち [ の観想 ] を述べよう」とあり、基本的な行為は前提のものと
して省略されたと思われる 35。
　次に、No.206 にはパンチャラクシャーの成就法が詳細に説かれている。はじめに観想の
準備として帰依文を唱え吉祥坐に坐し、真言を唱えて場の加持を行う。その後、中尊である
マハープラティサラー明妃が伴う従者たちに供養する。花、線香、灯明、塗香等を置いた後
に、七種無上供養の一部である懺悔、三宝帰依、発菩提心、福徳回向が行われ 36、そして許
しを乞う等の行為を行う。そして四梵住の観想を行い、空性智金剛の真言を唱える。
　次に楼閣とパンチャラクシャーに属する各明妃の観想をした後、「約束のマンダラ 37」で
ある三昧耶チャクラ（ , 三昧耶マンダラ）と「智恵のマンダラ」である智チャク
ラ（ , 智マンダラ）の観想と合一が行われる。そして身体各部における観想と女
神の配置、真言を読誦し、最後に五護陀羅尼の次第（まとめ）が行われる。特にまとめにお
いては、マンダラの線を描き、土地神を鎮めることや、密教行者の心構え、マンダラ諸尊の
供養などのパンチャラクシャーのマンダラの儀軌についても述べられており、この No.206
は特に詳細な成就法であるということがわかる。
　以上 No.195、201、206 において共通することはマハープラティサラー明妃の姿の観想の
みである。ただし、No.201 は成就法自体が短いということもあり、これを除いた No.195、
206 を比較すると、観想の準備、七種無上供養、マハープラティサラー明妃の姿の観想、四
梵住の観想、空性の観想、空性智金剛の真言が共通している。
　次に、以上で述べたマハープラティサラー明妃と、『成就法の花環』No.98「ターラー成就
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法」を比較し、マハープラティサラー明妃の成就法の特色について見ていこう。
　『成就法の花環』No.98 に説かれているターラー女神は、インド密教においてポピュラー
な女神である。この成就法は『成就法の花環』の中でも比較的まとまった内容を持つという
こともあり 38、今回併せて比較の参考とした。[Bhattacharya1968: 200] のサンスクリット・
テキスト、および [頼富・下泉 1994: 40-52] の和訳を参考に、この成就法の構造を述べよう。
　まず成就法のはじめにターラーに帰依し、場所、座の指定をして観想の準備を行う。次に
種字の観想等を行い、花、香煙、香料などを捧げて諸仏に供養する。さらに七種無上供養を
行い、四梵住と清浄であることを観想し、空性智金剛の真言を唱える。その後ターラーの姿
を観想した後に、その神秘的合一（行者と仏の合一）を行い、終結する。最後にこの成就法
の功徳と作者が記される。
　No.195 と No.206 のマハープラティサラー成就法と、No.98 のターラー成就法を比較すると、
観想の準備、七種無上供養、四梵住の観想、空性智金剛の真言、主要な仏（女神）の姿の観
想、種字の布置が共通している 39。
　元来成就法とは、行者が悟りや超自然的能力を得ることを目指して、その尊格と自分自身
（聖と俗）の合一を目的としたものである 40。No.196 には「行者は、自身がマハープラティ
サラー明妃となるべきである」（ ）、No.206 には「智恵のマンダ
ラを引き寄せて、称賛し、［智恵のマンダラと約束のマンダラを］引き合わせ、［智恵のマンダ
ラを］自身の約束のマンダラに引き入れるべきである」（  
）と説かれている。
　ターラーの成就法である No.98 においても、「［ターラーと行者が］不二であることを確信
すべきである」（ ）と、ターラーと行者の合一の場面が述べられている。
以上の表現のうち、特に No.196 の「引き入れるべきである」( ) という語は、成就
法において尊格と行者の合一の際用いられる最も一般的な表現である。
　一方で、No.195 に説かれる合一の場面は‘ ’と述べられており、‘ ’
（ √  ～の上に立つ、留まる、守護する、支配する）という語が使用されている。こ
の動詞から派生した語である は密教で一般的に「加持」と訳され、「自分自身に
マハープラティサラー明妃を加持する（力を与える）べきである」と訳すことも可能である。
しかしながら、No.196、206、そして No.98 において、種字の布置と尊格の観想の後に尊格
と行者の合一の場面が説かれていることから、No.195 もまた、尊格の観想の後に説かれる
は尊格と行者が合一する行為を示していると考えられる。したがって、
を「留まる」として、「自身にマハープラティサラー明妃を留まらせる（同一化させる）べ
きである」と訳し、マハープラティサラー明妃と行者の合一の場面であると解釈した。
　しかしながら、マハープラティサラー明妃は現世利益的な功徳が期待される『大隨求陀羅
尼』が神格化した女神であるため 41、単体では守護を目的とした性格が強い。尊格と行者の
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合一を示唆する場面に などの一般に用いられる動詞を使わずに、 という
語を用いるこの No.195 においては、本来マハープラティサラー明妃が持つ守護的な局面が
強く表されているのではないかと思われる。
６．結び
　以上、『成就法の花環』No.194 ～ 196 と No.206 におけるマハープラティサラー明妃成就
法にみられる次第は、各成就法間に異同があるものの、基本的なプロセスがいくつか確認で
きた 42。
　これらの成就法は、まず観想の準備から始まり、空性の観想、黄色のプラム字から生じた
マハープラティサラー明妃の姿の観想、種字の布置の観想、そして成就法の目的である行者
と仏の合一が共通して説かれている。他は各々の成就法によって観想の準備の内容の差異や、
空性智金剛の真言、四梵住、疲労した際の真言等の有無に違いがあることが明らかになった。
なお、No.194 のみ四梵住の観想については述べられず、さらに No.195 に説かれている七種
無上供養、阿閦如来の観想、百字真言、供養する時間帯が、No.194、No.196 には説かれて
いないことが確認できた。
　特に No.195 においては、尊格と行者が合一する場面に という語を用いており、
このテキストにおいては『大隨求陀羅尼』が神格化したマハープラティサラー明妃が本来持
つ守護的な性格が強く表れていると考えられる。
　マハープラティサラー明妃の図像的特徴については、No.206 を除いて、体色が黄色の女
神ということが共通している。特に No.194 ～ 196 間では、三眼を持った四面八臂で、頭に
は王冠をかぶり、持物は右手に剣、輪、三叉戟、矢、左手に斧、弓、羂索、金剛杵を持ち、
遊戯坐に坐す女神として表れている。
　今後の課題として、No.201、No.206 に対応するチベット訳、また、マハープラティサラー
明妃の基となった経典『大随求陀羅尼』、さらにパンチャラクシャーに属する他の 4 尊の成
就法なども併せて比較検証し、マハープラティサラーの信仰の特徴について研究を進め、パ
ンチャラクシャー信仰の特色を明らかにしていきたい。
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付録．『成就法の花環』No.195「マハープラティサラー成就法」和訳
　マハープラティサラー明妃について述べられた成就法のうち、今回は『成就法の花環』
No.195「マハープラティサラー成就法」の和訳を行った。
　使用した参考文献は以下のとおりである。
[ サンスクリット・テキスト ]
a)  Bhattacharya,Benoytosh, ed.,  vol Ⅱ , G.O.S. No.41,  Baroda Oriental 
Institute,Baroda,1968
[ サンスクリット写本 ]
b)  東京大学所蔵梵文写本松波目録 No.451, 
c) 東京大学所蔵梵文写本松波目録 No.452, 
d) 東京大学所蔵梵文写本松波目録 No.453, 
e) National Archives, Kathmandu, No.3-387
[ チベット訳 ]
f) TTP No.4406　So sor ’brag ba chen mo’i sgrub thabs
[ 参考文献 ]
g) Bhattacharya,Benoytosh, The Indian Buddhist Iconography,Calucutta,1968
h)  Lokesh Chandra, Dictionary of Buddhist Iconography Volume7,9, International 
Academy of Indian Culture and Aditya Prakashan, New Delhi ,2003
No.195「マハープラティサラー成就法」
[0] 帰依文
マハープラティサラー明妃に帰依する 43。 
[1]　観想の準備
[1.1] 月輪の観想
最初に、ヨーガ行者は精神を集中した状態となる。その後、心臓において、パム（ ）
字が変化した二重蓮華を [ 観想し ]44、その上にア（a）字が変化した月輪を［観想
する］。
[1.2] プラム（ ）字の布置と供養
その中に黄色いプラム字 45 を布置し、そしてそこから出た光線によって、きらび
やかな座に坐す、師である諸々の仏菩薩を引き寄せた後、目の前に招く。その後礼
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拝、供養、懺悔、福徳随喜、三宝帰依、発菩提心、福徳回向、許しを得る等 46［の
行為］を行うべきである。
[2]　マハープラティサラー明妃の観想と種字の布置
[2.1] 四梵住の観想
そして、慈、悲、喜、捨（四梵住）の観想［を行うべきである］。
[2.2] 空性智金剛の真言
「オーム、私は空性智金剛を本性とする者である」47 と唱えて、空を観想し、その後、
自身の心において、直ちに月輪の［上の］黄色のプラム字を観想してから、そして
それを変化させて、プラティサラーを［観想する］。
[2.3] マハープラティサラー明妃の姿の観想
[ 彼女は ] 美しい黄色［の体色］で、宝冠をかぶって、黄色と白と青 48 と赤の四面で、
三眼八臂で [ ある ]。右の臂によって剣、輪、三叉戟、矢を持ち、左の臂によって
羂索・斧・弓・金剛杵を持っている。蓮華の［上にある］月輪［の上の］座に、遊
戯坐で坐し [ ている ]。
[ 彼女は ] 様々な宝石でできた装飾品を身につけている 49。
[2.4] 種字の布置と女神との一体化
彼女の頭とのどと心臓と心臓に準じる部分に、［各々］月輪［の上］にのる白のオー
ム（ ）[ 字 ]、赤のアーハ（ ）[ 字 ]、黄色のプラム [ 字 ]、黒のフーム（ ）
字を布置する。その後、この [ 種字の ] 真言を唱えながら発する言葉によって、自
分自身に女神の姿を留まらせるべきである。
[3]　阿閦如来 50 の観想
それから、自身の心臓から生じた［複数の］光線によって、阿閦如来等を引き寄せて招く。
その後 [ 阿閦如来から ] 灌頂を受けた後、王冠に、族主である阿閦如来を考えるべきである。
[4]　百字真言
[4.1] 百字真言の準備
その後、自身の心臓から供養の女神達を広げて、供養してから百字真言を唱え、そ
して疲れが生じない程度に観想すべきである。
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[4.2] 疲れた時に唱える真言
精神的に疲れた時、[ 以下の ] 真言を読誦すべきである。
「オーム、宝珠を持つ［女神］よ、金剛女よ、マハープラティサラーよ、フーム、フー
ム、パット、パット、スヴァーハー」
[4.3] 百字真言
「フーム、フーム、パット、パット」と唱え 51、それからまた次の真言も［唱える
べきである］。
「オーム、金剛薩埵よ、三昧耶を守護せよ、金剛薩埵として近くに在れ、私のため
に堅固なものであれ、私のために喜ばしいものであれ、私のために栄えるものであ
れ、わたしに心をよせよ（愛着せよ）、私に一切の成就を（あなたは）施せ、そし
て一切の行為において、私の心をより良いものとせよ 52、クル、フーム、ハ、ハ、ハ、
ハ、ホーホ、世尊よ、一切如来金剛よ、私を見放すな、金剛を持つ者となれ、大三
昧耶薩埵よ、アーハ 53」
[ 以上が ] 百字真言 54 である。
[5]　成就法を行う時間帯について
　起床の時刻に、供養等をしてから、［女神に帰って頂く］許しを得るべきである。
　以上でマハープラティサラーの成就法が終了する。
────────────────
1  『 完 成 せ る ヨ ー ガ の 環 』No.18 で は「 マ ハ ー サ ー ハ ス ラ プ ラ マ ル デ ィ ニ ー」
と表記されるが、『成就法の花環』No.198,201,206 において「マハーサー
ハスラープラマルダニー」とあることから、本論文では特に記述がない限り、「マハーサーハ
スラプラマルダニー」 に統一する。
2 『成就法の花環』No.200、201、206 では「マハーシタヴァティー明妃」 と表記され
るが、ś が漢訳経典名である『大寒林陀羅尼』の「寒」に該当することや、[倉西 2013: 163]
においてシータヴァティー（シータヴァナともいわれる）がマガダ国のラージャグリハ郊外
にある墓場の名前であると指摘されていることから、本論文では特に記述がない限り、「マハー
シータヴァティー」 に統一する。
3 『 成 就 法 の 花 環 』No.199、No.201、No.206 に お い て「 マ ハ ー マ ン ト ラ ヌ サ ー リ ニ ー」
と表記されるが、Dictionary of Buddhist Iconography においては「マハー
マントラーヌダーラニー」 と表記されている。[頼富・下泉 1994: 224] に
よると、「マントラーヌダーラニー」 （密呪随持仏母）とも呼称されるという。
今回定本としたバッタチャリヤ校訂のサンスクリット・テキスト『成就法の花環』に「マハー
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マントラヌサーリニー」と記述されていることから、本論文では特に記述がない限り、「マハー
マントラーヌサーリニー」 に統一する。
4 『妙法蓮華経』陀羅尼品第二十六 [大正蔵 9、pp.58 ～ 59]
 『正法華経』総持品第二十四 [大正蔵 9、p.130]
 『妙法蓮華経』普賢菩薩勧発品第二十八 [大正蔵 9、p.61]
 竺法護訳（286 年）『正法華経』に除災の機能を持つ陀羅尼が説かれていることからみて、呪
としての陀羅尼は遅くとも 3 ～ 4 世紀には機能が付加されていたと推測されている。[塚本
1989: 28-29]
5 チベット大学僧 Bu ston Rin chen grub（14 世紀）の「タントラ四分法」による。タントラ経
典のうち、文献の多くが 4 ～ 6 世紀に現れ、陀羅尼や明呪の威力や尊格への祈願を通して現
世利益を得ること目的とした「所作タントラ」（ ）、根本タントラを『大日経』とす
る「行タントラ」（ ）、『真実摂経』を根本タントラとする「瑜伽タントラ」（ ）、
男女の性的交わりを主要な瑜伽修習法とした「無上瑜伽タントラ」（ ）の 4
つに分類される。[ 桜井 1996: 2-3]
6 「真言」（mantra）あるいは「呪」（ ）と混用されることが多い。長いものを陀羅尼、短い
ものを真言とする説もある [佐和 1975:490]。[塚本 1989: 27] によると、陀羅尼は本来、呪とし
ての機能は持っていなかった。原始仏教や部派仏教において、呪文は真実語（  
）や「パリッタ」（ ）という言葉に該当するといわれる。
 　パリッタとは、スリランカ、ビルマ、タイなどの南方仏教圏の比丘たちによって、除災の
為に現在も一般に読誦されるという経典である。主要なものは、蛇に慈悲を示して蛇の害か
ら身を守る呪である「犍
けんどじゅ
度呪」（ ）、孔雀が狩人から身を護る呪である「孔雀呪」
（ ）、アスラ（ 、阿修羅）との戦闘においてインドラ（ 、帝釈天）の旗の
先をみてアスラの恐怖からのがれる呪である「幢
とうしゅじゅ
首呪」（ ）、そして毘沙門天王
がヤクシャ（ 、夜叉）に信をおこさせるために説いた「アーターナーティヤ呪」
（ ）の 4 種である。陀羅尼が積極的に福徳をもたらす面を重視するのに対し、
パリッタは消極的に災害から免れる面を強調しているという点で区別されるという。[塚本
1989: 25] [氏家 1984: 29] [山田 1989: 160]
 　そもそも陀羅尼は、語根 から派生した語で、「記憶」や「憶持」（心の中に持ち続けること）
等と訳される。これはインド古典ヨーガの修法の一つである「執持」（ ）とも関連して
おり、元来、精神統一をすることを意味する。精神を集中する状態が続けば、頭脳は明晰に
なり、結果的に記憶力の増進につながるため、経典の内容をよく記憶することも可能である
という [塚本 1989: 27]
 精神統一を目的とした陀羅尼と除災等を目的とした呪が、結合あるいは同一視される経緯に
関しては未だ明確ではない。
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７ 各陀羅尼はそれぞれ別個に成立したと考えられ、原形の成立が最も古い文献は『大孔雀陀羅
尼』、最も新しい文献は『大寒林陀羅尼』という。[佐和 1975: 209]
 また、五護陀羅尼は『大随求陀羅尼』、『守護大千国土経』、『大孔雀陀羅尼』、『大寒林陀羅尼』、
『大護明陀羅尼』の順序で挙げられることが多い。理由は明確ではないものの上記の順序はほ
ぼ一定していると見られている。[岩本 1937:6] [ 塚本 1989: 64]
8 『大随求陀羅尼』のサンスクリット校訂テキスト、漢訳、チベット訳は以下の通りである。
 [ サンスクリット校訂テキスト ]
 ・Iwamoto,Y. ,1938, Beitrage zur Indologie; Heft3 n～ , Kyoto 尚文堂
 [ 漢訳 ]
 ・『普遍光明清浄熾盛如意宝印心無能勝大明王大随求陀羅尼経』唐不空訳 [ 大正蔵 20、No.1153]
 　AD.746 ～ 774
 　（和訳：国訳密教儀軌編纂局 1976『国訳秘密儀軌 第十巻』国書刊行会 pp.132 ～ 168）
 ・『随求即求大自在陀羅尼神呪経』唐宝思惟訳 [ 大正蔵 20、No.1154]AD.693
 　（和訳：那須政隆監修 1975『続国訳秘密儀軌 第七巻』国書刊行会 pp.142 ～ 158）
 [ チベット訳 ]
 ・’ ’  ’ [東北 No.561] ～ 9 世紀前半
　　 　宝思惟訳『随求即得大自在陀羅尼神呪経』は他の 3 本に比べて偈や陀羅尼等が所々省略さ
れており、各経典の成立年代に関しては、この宝思惟訳が最も早い成立であると推測されて
いる。浅井覚超氏によると、他の 3 本の冒頭部分の記述は宝思惟訳を基として、第一品の冒
頭部分の説所、聴聞者を変えて附加増広したものである。また、宝思惟訳における陀羅尼の
功力については、罪業の消滅や、諸魔を退散させるといった現世利益としての役割が中心で
あり、成仏そのものの功力を直接示している語句は述べられていない。これに対し、宝思惟
訳以外の 3 本においての陀羅尼の効力は、現世利益の効能に加えて成仏の功力が述べられて
いる。このことからも、宝思惟訳以外の 3 本は宝思惟訳の後に成立したものと推測されている。
[浅井 1988:100-101]
 　また、岩本裕氏はこの経典が五護陀羅尼 5 編のうちで最も文学的であることや、挿入され
た説話にヴァーラーナシー（ベナレス）のブラフマダッタ 王が登場することから
釈迦の前世の物語である「ジャータカ」（本生譚）と関係していることなどを指摘している [ 岩
本 1938: 1] [ 山田 1989: 159]。
 なお、岩本氏校訂本にはブラフマダッタ王の記述が計 5 ヶ所確認される。
9 『守護大千国土経』は悪霊からの守護を目的として用いられる。岩本裕氏は五護陀羅尼 5 編の
うち、この経が最も密教的色彩が濃いことを指摘し、さらにこの経が 5 編中最後期の成立で
あることを論証した。[山田 1989: 160][ 塚本 1989: 64]
 この経に対応する漢訳経典である『守護大千国土経』[大正蔵 19、p.578] は上中下巻からなる。
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四天王（北方の薬叉の主である毘沙門天王、東方の彦達嚩（ ）の主である持国天王、
南方の矩畔拏（ ）の主である増長天王、西方の龍の主（龍王）である広目天王の 4 尊）
の神呪よりも本経の神呪の功徳が広大であることや、その修法が記されている。[小野 1985: 
49-50]
10 『大孔雀陀羅尼』は、蛇に咬まれた時に治療する為や、息災延命、除難、請雨の陀羅尼として
用いられ、明咒の女王（ ）ともいわれた。孔雀が毒蛇を食べることから、その除毒
の能力が神秘化され、女神の姿をとった。[中村 1988: 644]
 漢訳では『孔雀王呪経』[ 大正蔵 19、p.446]、『仏母大孔雀明王経』[大正蔵 19、p.415] 等に相
当する。
11 『大寒林陀羅尼』は、悪星、野獣、毒虫に対する保護を目的とし、この陀羅尼を用いて怖畏障
難を除く、一種の除障法である [小野 1985: 224]。『大寒林聖難拏陀羅尼経』[ 大正蔵 21、p.908]
に相当し、漢訳の難拏（ ）は歓喜の意味という。[中村 1988: 644]
12 『大護明陀羅尼』は雑密に属し、病気に対する保護、また、除障を目的とするものである。[小
野 1985: 242] [山田 1989: 160]
 また、大護明と訳されることがあり [中村 1988: 646]、漢訳では『大護明大陀羅尼経』[大正蔵
20、p.44] に相当する。
13 [中村 1988: 644]
14 [渡辺 2012: 173]
15 [立川 2004: 108] [立川 2009: 135] [倉西 2013: 158]
16 [奥山 2005: 178] [佐久間 2011: 17]
17 『完成せるヨーガの環』は観想上のマンダラを扱っている文献で、全体が 26 章で構成され、
26 のマンダラの特徴が述べられている。『ヴァジュラーヴァリー』 、『ジュヨーティ
ルマンジャリー』 とならんで、アバヤーカラグプタが編纂した密教儀軌三部作を
構成する文献の一つとして知られている。『完成せるヨーガの環』は儀礼のためのマンダラを
説いた『ヴァジュラーヴァリー』の補完的な立場にある。また、各尊の面数、臂数、体色、
持物、坐法、衣装、装身具などの特徴が詳細に記されていることから、これまでしばしばマ
ンダラの図像学的な解説書と誤解されていた。さらに同じく観想法を説く文献『成就法の花環』
とともに Battacharya『インド仏教図像学』Indian Buddhist Iconography で依用されたことが、
このことを決定づけたという。[森 2006: 209-210,222]
18 [奥山 2005: 173]
19 [Bhattacharya 1968]
20 [奥山 2005: 173]
21 [Bendall1883: 174]
22 [塚本、松長、磯田 :1989: 383] [奥山 2005: 173]
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23 東北 3143 ～ 3304 番 [奥山 2005: 173]
24 東北 3400 ～ 3644 番 [奥山 2005: 173]
 『成就法の花環』に含まれる成就法の数は、伝播の過程において、特定の尊格グループに関す
る成就法が新たに加えられ増補されていったという。[奥山 2005: 176]
25 [奥山 2005: 173]
26 花や線香、灯明等を捧げることを一般的に意味する供養（ ）とは区別される行為であるが、
礼拝、供養、懺悔等から成る行為をまとめて「七種無上供養」と呼ぶ。[清水 1977: 68]
27 [清水 1977: 66-68]
 また、清水氏の同文献において指摘される「七種無上供養」の中に「許しを得ること」は含
まれていない。
28 バッタチャリヤの校訂本と東京大学所蔵梵文写本松波目録 No.451, と No.453, 
では「黄色（ ）」とあるが、東京大学所蔵梵文写本松波目録 No.452, 
と Nathional Archives, kathmandu, No.3-387 では「青（ ）」、及びチベッ
ト訳において「青（ ）」と記されている。四面の色の内、黄色は重複するため、
Nathional Archives, kathmandu 及びチベット訳にある「青」を採用した。
29 心臓に準じる部分（ ）とは、具体的にどの部位を示すか明らかではない。
30 [立川 2004: 110]
31 [田中 1992: 148]
32 Bhattacharya,Benoytosh, The Indian Buddhist Iconography,Calucutta,1968
33 は他に「白」、「黄色」の意味があるが、No.206 に述べられるパンチャラクシャーの他の
明妃の体色と重複するため（それぞれ、マハーマーユーリー明妃が黄色（ ）、マハーマン
トラーヌサーリニー明妃が白（ ）とある）、マハープラティサラー明妃の体色は「淡い赤」
を採用した。
34 [頼富・下泉 1994: 53]
35 また、マハーサーハスラプラマルダニーの姿については「前述のような女神である」と記述
するにとどまっている。
36 [清水 1977: 67-69] の七種無上供養の一覧表に No.206 は含まれていない。
37 [清水 1977: 70] [ 奥山 2005: 185] [ 佐久間 2011: 212-213] によると、約束のマンダラとは「三昧
耶薩埵」 、 、 （行者が意図的に把握しようとする本尊の
仮の姿）としてのマンダラ、智恵のマンダラとは「智薩埵」 （三昧耶薩埵に応じて
仏から働きかけてくる、本質的な存在）としてのマンダラに相当するという。行者が仮の尊
格である三昧耶薩埵を自身と不二一体のものと観想し、真実の尊格である智薩埵と合一する。
この行者と尊格の合一は、成就法の多くにおいて説かれるという。[奥山 2005: 185]
 　聖なるもの（尊格）を俗なるもの（行者）に引き入れて神秘的合一を行う際には、瞑想の
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中で一時的に聖なるものの姿を取らなければならないため、行者は三昧耶薩埵（本尊の仮の姿）
を観想する必要があるといわれている。[頼富・下泉 1994: 50-51]
38 [頼富・下泉 1994: 40-52]
39 ただし、七種無上供養の内容については、No.195 において礼拝・供養・懺悔・福徳随喜・三
宝帰依・発菩提心・福徳回向・許しを得ることの 8 種が述べられ、No.206 は懺悔・三宝帰依・
発菩提心・福徳回向・許しを請うことの 5 種、そして No.98 のターラー成就法では懺悔・福徳
随喜・勧請・回向・三宝帰依・依仏道・不作悪式の 7 種が挙げられている。[清水 1977: 66-68]
の表によると、『成就法の花環』には 4 ～ 10 種類の七種無上供養が示されており、その順序
と内容は相違している。
40 [頼富・下泉 1994: 40]
41 [大塚 2013a: 15-16]
42 No.201 は成就法自体が短いため、共通しているものはマハープラティサラー明妃の姿の観想
のみであるが、尊格と行者の合一は前提のものとして省略されていると思われる。また、成
就法によっては尊格との合一が説かれずに、図像規定のみを表したものも存在する。尊格と
の合一を図るためには具体的な尊格の姿が必要であり、図像規定のみが要点として記述され
たという。[頼富・下泉 1994: 40]
43 チベット訳のみ、成就法の冒頭にマハープラティサラーに対する帰依文が述べられる。（’  
 ’  ’ ）
44 二重蓮華 　直訳すると「あらゆる方向に花弁を有する蓮華」だが、図像としては
上下に花弁を有する蓮華（二重蓮華）として表現される。[立川 1989: 231]
45  「黄色い」はマハープラティサラー明妃の体色が黄色と後述されているため、また、「 字」
はマハープラティサラーの頭文字に由来していると思われる。
46 この No.195 中に七種無上供養の表記はないが、[清水 1977: 66-68] によると、これら「礼拝
」「供養 」「懺悔 」「福徳随喜 」「三宝帰依
」「発菩提心 」「福徳回向 」の七つは七種無上供養に該当する。
しかしながら、そこには「許しを得る 」は含まれていない。
47 この真言は『成就法の花環』No.239 マハーマーヤーの成就法にもあらわれる。
 [森 2001: 28] [松長 1980: .256]
48 バッタチャリヤの校訂本と東京大学所蔵梵文写本松波目録 No.451, と No.453, 
では「黄色（ ）」とあるが、東京大学所蔵梵文写本松波目録 No.452, 
と Nathional Archives, kathmandu, No.3-387 では「青（ ）」、及びチベッ
ト訳において「青（ ）」と記されている。四面の色の内、黄色は重複するため、
Nathional Archives, kathmandu 及びチベット訳にある「青」を採用した。
49 チベット訳では「観想する（ ）」とある。
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50 ここでは阿閦如来が族主として表れるが、The Indian Buddhist Iconography（pp.243-244）に
おいてはマハープラティサラーの族主は宝生如来とあり、『成就法の花環』No.201 では宝冠に
化仏として表される。また一方で、図像的特徴は明らかに大日如来に従っている [立川 2004: 
110] という説もあるが、マハーマーユーリーが不空成就如来の化身とされる以外は、マハー
プラティサラーを含めた五護陀羅尼の各明妃がどの仏の化身であるかは諸説があって一定し
ないともいわれている。[田中 1992: 148]
51 チベット訳では c と挿入されている。
52 チベット訳では「そして（ ）」、「私の（ ）」を欠いている。
 また、「より良いもの」を意味するバッタチャリヤ校訂本の「 」が、チベット訳では
「 」となっている。
53 この部分の和訳に関しては [ 山口 2005: 144] を参照した。
54 [頼富 2003:150-151] に述べられている通称「金剛薩埵の百字真言」（『金剛頂経』に説かれる真
言の内の一つ）の和訳と比較すると、一部（クル）が欠落している等といった違いはあるも
のの、同一の真言であると思われる。
 　頼富氏によると、百字真言は日本の金剛界念誦次第における本尊加地の中で読誦されるこ
とから、重要な位置づけにあるということが言及されている。また、この真言が「百字真言」
と呼ばれる理由については、その真言の字数が 100 字ある為という。[頼富 2003:151]
 　なお、『理趣経』全体の内容を 100 字の偈としてまとめられた「百字の偈」（[網代 2011:100-
101] 和訳）と比較すると、内容があまり似通っていないことから、百字真言とは別のものと
思われる。
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 in the 
SONODA, Sayaka
　In this paper, I would like to discuss the basic feature of the  
(visualization of goddess ) described in the .
　  is one of the Buddhist scriptures, which belongs to the unit of five  
scriptures named . The goddess  is deification of the 
n
・
　  is one of the texts of visualization of the Buddhist deities, which was compiled in 
the eleventh or twelfth century. It contains five kinds of the  s of goddess . 
　Among these, No.194, 195, and 196 describe the visualization of  apart from the 
other four goddesses. No.201 and 206 describes the five goddesses of , in which 
 is described as a member of the group. 
　It became clear that No.195 has the much more detail contents of the way of 
visualization, comparing with No.194 and 196.
　In this paper, I tried to present the characteristics of the visualization of goddess 
 referred in the . This paper also includes a Japanese translation of 
No.195.
Keywords:
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